
領 域 専門分野Ⅱ 授業科目 精神看護学Ⅲ 単位（授業時間／時間数） １（２８／３０） 

開講年次 ２年次 開講時期 通年 授業回数 １４回 

担当講師名 非常勤講師 講師所属  

特記事項 ― ― 

授業のねらい 

 精神障害患者の特徴的症状を理解した上で、その方たちが抱えている生きづらさとは何かを知り、 

どのように関わって行けばいいのか精神看護におけるケアの方法を学ぶ。 

また患者―看護師間において治療的関わりとはどういうものか、プロセスレコードを用いながら 

自己洞察できるようになってほしい。 

 

授業目標 

1．精神障害のある患者を知り、治療的関係成立が理解できる。 

2．精神障害を持つ患者の自立や社会復帰に向けた援助を理解できる。 

3．様々な精神疾患についてどのようなことが看護上の問題となりうるのか理解できる。 

 

授業概要 

精神看護学② 

第 1 章 精神医療・看護の対象者：精神（心）を病むということ 

「精神（心）を病む、精神障害とスティグマ、精神障害をもつ人はどのような経験 

し感じているか、精神障害とともに生きる」 

第 4 章 精神障害をもつ人と「患者‐看護師」関係の構築 

    「精神障害をもつ人とのかかわりかた、精神障害をもつ人とのコミュニケーション、

精神障害をもつ人との関係の振り返り」 

第 6 章 精神障害をもつ人への看護 

    「精神科病棟という治療的環境と患者の生活、事例で学ぶ精神疾患/障害をもつ患者の

看護、事例で学ぶ身体疾患を合併している」 

第 7 章 精神障害をもつ人の地域における生活への支援 

    「地域精神保健福祉と社会参加、精神障害をもつ人の地域生活支援の実際、精神障害

をもつ人を看護する家族への支援」 

  

授業の進め方 

講義、グループワーク、動画視聴 

教科書 

 新体系 看護学全書 精神看護学 2 精神障害をもつ人の看護（メヂカルフレンド社） 

参考図書 

新体系 看護学全書 精神看護学 1 精神看護学概論・精神保健（メヂカルフレンド社） 

評価方法 

終講時 客観的テスト（100 点） 

試験時間は時間数に含む。 

 


